




















 

 医療の概念が包括医療へと指向し,医療技術の高度化とともに,医療需要が質

的にも量的にも増大する今日,限られた資源をもって医療が対応していくため

には,医療を構成する各要素の連けいを密にし,全体機能の有効性を高めるため

にシステム化を図る必要があり,この推進のためには,著しく発展してきた情報

処理技術を導入して医療情報のシステム化を図ることが極めて有効であるとの

考えに立って,厚生省が医療情報のシステム化推進を企画したのは昭和 47 年で

ある。そして,昭和 48 年度からは,現状の社会情勢の中で求められる地域医療の

うち,医療供給体制上の幾多の問題をかかえ,情報システムの演ずる役割が大き

いと考えられる「へき地医療」「救急医療」等について.具体的フィールド実験

を重ねていくことになった。 


